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2025 年「主要花火大会」有料席導入・価格調査 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンク

に帰属します。  

当レポートはプレスリリース用資料として作成して

おります 。著作 権法 の範 囲内 でご 利用い ただ き、

私 的 利 用 を 超 え た 複 製 お よ び 転 載 を 固 く 禁 じ ま

す。  

2025 年「主要花火大会」有料席導入・価格調査  

 

2025 年 3 月の発表は  

2025 年 2 月 28 日（金）午前 9 時  
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2025 年に有料席を導入した国内主要花火大会は 83 大会だった。このうち、半数超の 42 大

会で有料席の値上げが判明した。一般席の平均価格は 5227 円で前年から 1.8％増加。プレミ

アム席の平均価格は 3 万 6193 円で 7.2％増加し、特に高額な席種で値上げが目立った。 

有料席の値段差が広がるなか、妥当な価格設定を探る展開となっている。 

 

株式会社帝国データバンクは、全国の主な花火大会における有料観覧席の価格動向について調査・分析を行った。  

[[注 1] 全国の花火大会のうち、動員客数が 10 万人以上(平年、2023 年調査時点)の 106 大会が対象 

有料席の範囲は、「個人席」「グループ席」が対象  

[注 2] 駐車場料金等の付帯料金、企業協賛金は集計対象外とした  

[注 3] 2020 年～2022 年はコロナ禍による大会中止が多いため対象外とした 
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プレミアム席は平均 3.6 万円、 

「一般席」との価格差は約 7 倍に拡大 
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花火大会の有料席、半数超で「値上げ」 価格の「二極化」進む 

 

 国内で夏季に開催される主要な 106 の花火大会のうち、約 8 割にあたる 83 大会で観覧エリアに「有料

席」を導入していることが分かった。2025 年は新たに 5 大会で有料席の販売が開始されたことで、開催の

中止などによる減少分（2 大会）を含め、前年の 80 大会から 3 大会の純増となった。また、有料席を導入し

た花火大会は、連続したデータのある 2023 年以降で最多となった。 

 2024 年開催から継続して有料席を導入した 78 大会のうち半数超の 42 大会で、2025 年開催の花火

大会における有料席の「値上げ」が判明した。前年（42 大会）に続き、有料大会のうち半数超で、引き続き

価格を引き上げる傾向が続いた。 

 

主要花火大会の「有料席」設定状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 花火大会の有料席におけるチケット料金をみると、複数種類が用意された観覧席のうち、1 区画（席）あた

りで最も安い「一般席（最安値）」平均は 5227 円だった。前年（5135 円）に比べて 1.8％・92 円増加した

ものの、7.7％・367 円増となった 2024 年開催時に比べると、価格の上昇幅は縮小した。 

 最前席や区画当たりの面積を広く確保したテーブル席、ソファ席、グランピングシート席など、多様な種類

の観覧席が導入される「プレミアム席（最高値）」平均は 3 万 6193 円だった。前年（3 万 3771 円）から

2422 円・7.2％増と 2000 円を超える大幅増となり、一般席と異なり 2024 年開催時から大幅に価格帯

を引き上げる花火大会が目立った。なお、調査対象の席種における最も高額な有料席は「2025 松江水郷

祭湖上花火大会」（島根県松江市・8 月 2 日～3 日開催）で販売された「ＶＩＰテーブル席」（定員４名）の 12

万円。 

 

 観覧客の誘導をはじめ、大会の安全確保に不可欠な警備員の人件費や花火費用など、物価高騰による運

営コスト増による負担が重いことから、大会の維持を目的に有料開催へ踏み切るケースが多くみられた。た

だ、2025 年開催の特徴として、低価格で入手可能な一般席については席数の拡充や種別の細分化により、

主要花火大会「有料席」導入状況  

 

「有料席」導入数と「値上げ」数推移 
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価格据え置きや僅かな値上げにとどめた一方、最も花火を見やすいロケーションの席種では価格上限を大

幅に引き上げ、1 席/1 区画あたり 5 万円以上のプレミアム席を設置する大会が多くみられた。この結果、一

般席とプレミアム席の平均価格差は 6.92 倍となり、データのある 2019 年以降で最大となるなど、有料席

の価格設定で「二極化」戦略を進める大会が増加した。 

 

花火大会「有料席」種別の平均価格推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験価値に見合う「妥当な価格」の設定を探る展開に 

 

 値上げの動きが「モノ」から「サービス」へと広がるなか、テーマパークやイベントなどコト消費にも「一部有

料化」や「高額化」の動きが急速に広がっている。夏祭りのイベントで高額な有料席の販売が浸透しつつあ

ることを背景に、花火大会でも有料席の導入が近年急速に進んでいる。 

 

 今年は最安値でも 5000 円を超える価格設定が多くみられたものの、最高額で 5 万円を超えるプレミア

ム席をはじめ、上限価格を引き上げる設定が前年開催に比べて拡大した。他方で、調査対象の席種のうち、

最も高額な有料席価格は 2023 年の 30 万円から 2025 年には 12 万円と、最高価格は 3 年間で半額

以下に低下し、ボリュームゾーンは 1 席・1 区画当たり 3～5 万円台に集約されつつある。平均的な価格設

定に比べて割高な観覧席は、豪華なサービスやプレミアム感から話題性に富む半面、販売面で苦戦するケ

ースが散見されるほか、廉価な一般席でも割高感がある席は売れ残った大会もあるなど、観覧客における

高額席の受け入れ度合いには差がみられる。足元では、有料化の拡大に伴い花火大会の開催地住民から

「地元なのに見ることができない」といった不満の声も散見され、花火大会の有料化・プレミアム化を進める

なかで、花火観覧を含めた体験価値に見合う「妥当な価格設定」を探る展開が続きそうだ。 

一般席平均
（最安値）

前年比
プレミアム席平均

（最高値）
前年比 平均価格差

2019年
（参考）

3,676円 ― ― 21,609円 ― ― 5.88倍

2023年 4,768円 ― ― 32,791円 ― ― 6.88倍

2024年 5,135円 +367円 +7.7％ 33,771円 +980円 +3.0% 6.58倍

2025年 5,227円 +92円 +1.8％ 36,193円 +2,422円 +7.2% 6.92倍

[注1] 「有料席」の範囲は、1席または1区画単位。2024年調査のデータは最新の席区分等に基づき再集計したもの
[注2] 席区分は次の通り 一般席＝入場料を含めた「最安値」 プレミアム席＝設定された席種のうち、最も高額なもの（最高値）


